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☎広報に記載の市内電話番号 ☎「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」と「高郷町」との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。 広報きたかた　2023. 12　②

　
約
４
０
０
０
年
前
に
造
ら
れ

た
縄
文
時
代
後
期
の
遺
跡
で
、塩

川
町
中
屋
沢
字
田
中
に
所
在
し

て
い
ま
す
。東
側
に
は
雄
国
山
が

位
置
し
、西
側
の
山
麗
の
緩
い
斜

面
上
に
遺
跡
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
遺
跡
周
辺
は
、昭
和
の
頃
か
ら

た
く
さ
ん
の
土
器
や
石
器
が
見

つ
か
る
こ
と
が
塩
川
町
史
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
ま
で
実
施
し
て
き
た

約
１
万
㎡
の
調
査
の
う
ち
、約
３

０
０
０
㎡
で
土
器
埋
設
遺
構
、石

棺
墓
な
ど
の
お
墓
と
み
ら
れ
る

遺
構
が
合
計
で
１
５
０
基
も
見

つ
か
り
ま
し
た
。

　
遺
構
の
周
囲
か
ら
は
、た
く
さ

ん
の
土
偶
や
腕
輪
の
欠
片
、土
製

品
、石
棒
な
ど
葬
祭
儀
礼
に
使
わ

れ
て
い
た
祭
祀
遺
物（
人
の
手
で

作
ら
れ
た
も
の
）と
呼
ば
れ
る
も

の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。土
偶

は
、顔
や
胴
体
・
腕
・
脚
部
な
ど

バ
ラ
バ
ラ
で
見
つ
か
る
こ
と
が

多
く
、約
80
点
が
出
土
し
て
い
ま

す
。

　
腕
輪
や
耳
型
土
製
品
、動
物
型

土
製
品
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
遺

物
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。腕
輪

は
貝
を
真
似
し
て
作
ら
れ
て
お

り
、30
点
ほ
ど
の
破
片
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。動
物
型
土
製
品

は
目
が
左
右
に
配
置
さ
れ
、く
ち

ば
し
状
の
口
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、鳥
を
模
し
た
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。耳
型
土
製
品

が
発
見
さ
れ
た
事
例
は
全
国
で

５
例
目
で
あ
り
、右
耳
の
土
製
品

は
全
国
初
の
珍
し
い
も
の
で
す
。

広報きたかた　2023. 12　③

縄
文
時
代
の
痕
跡

～
藤
権
現
遺
跡
～

▲動物型の土製品。正面から見た
　もの（左）と横から見たもの（右）

　
こ
れ
ま
で
東
北
学
院
大
学
と

の
共
同
調
査
や
、駒
形
小
学
校
の

発
掘
体
験
、駒
形
・
塩
川
公
民
館

の
文
化
祭
へ
の
参
加
な
ど
、外
部

と
連
携
し
た
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

駒
形
小
学
校
６
年
生
の
皆
さ

ん
と
の
発
掘
体
験
は
、地
元
の
遺

跡
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
良
い
機
会
な
の
で
、今
後
も

継
続
し
て
行
う
予
定
で
す
。ま

た
、本
庁
舎
１
階
展
示
ス
ペ
ー
ス

で
は
、出
土
し
た
遺
物
の
一
部
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　
藤
権
現
遺
跡
は
成
り
立
ち
や

遺
跡
の
内
容
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、専
門
家
の
指
導
を
受
け
、効

果
的
な
調
査
成
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
お
墓
や
土
偶
、腕
輪
、

特
殊
な
土
製
品
は
、市
内
で
は
こ

れ
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ

た
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
土
器
・

土
偶
な
ど
の
お
ま
じ
な
い
の
道

具
は
、会
津
地
域
だ
け
で
は
な

く
、中
通
り
・
浜
通
り
・
日
本
海

側
・
関
東
地
方
・
東
北
地
方
な

ど
各
地
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、会
津
地
域
が
縄

文
時
代
か
ら
他
の
地
域
と
の
交

流
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。多
く
の
お
墓
が
作

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、藤
権
現

遺
跡
が
会
津
地
域
だ
け
で
は
な

く
、縄
文
時
代
の
各
地
の
人
々
に

と
っ
て
、重
要
で
神
聖
な
場
所
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
藤
権
現
遺
跡
は
、お
墓
に
土
器

や
土
偶
な
ど
を
伴
う
大
規
模
な

墓
域
で
あ
り
、各
地
と
の
交
流
も

う
か
が
え
る
貴
重
な
遺
跡
で
あ

る
こ
と
か
ら
、市
で
は
さ
ら
に
詳

し
く
調
べ
て
保
存
し
、皆
さ
ん
に

見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

  

文
化
課  

文
化
財
保
護
班

☎（
24
）５
３
２
３

藤
権
現
遺
跡

▲全国で初めて発見された右耳の
　土製品

　市
内
に
遺
跡
や
埋
蔵
文
化
財
が
い
く
つ
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。例
え

ば
、古
屋
敷
遺
跡（
塩
川
町
）、会
津
新
宮
城
跡（
慶
徳
町
）、灰
塚
山
古
墳（
慶
徳
町
）な

ど
が
あ
り
ま
す
。令
和
に
な
っ
て
本
格
的
な
調
査
が
始
ま
っ
た
、塩
川
町
に
あ
る『
藤

権
現
遺
跡
』。調
査
を
進
め
て
い
く
と
、そ
こ
に
は
重
要
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

❶藤権現遺跡の全景。西側では、古墳時
代の「竪穴墓域」や壺、器台などの遺物が
発見されている。
❷南西からの遠景。東には雄国山が見え
る。この地域は雄国沼方面から流れ込ん
できた土や石が厚く溜まっている。
❸10 ㎝以上ある土偶の頭部。

遺
跡
を
よ
り
身
近
な
も
の
に

未
来
へ
保
存
つ
な
ぐ

▲

発
掘
体
験
の
様
子

問

用語解説

●遺構＝昔の住居やお墓な
どの構造物。
●土器埋設遺構＝土器に骨
を入れて埋葬した遺構。
●石棺墓＝地面に掘った穴
に石で作った囲いとともに、
石棒や土器が配置されてい
るお墓。
●土偶＝縄文時代に粘土で
作られた人形。女性を表現し
たといわれ、おまじないなど
の道具として使用されてい
た。
●石棒＝石を柱状に磨いた
もの。

発
見
！
縄
文
時
代
の
証

❶

❷

❸

　藤権現遺跡は、これまでの調査で大規模な
墓域であることが分かりました。今後は、史跡
公園として整備し、発掘体験や火おこしなど
の体験を通じた学びの場にしていくことを予
定しています。また、市内の他の史跡とともに

「史跡巡り」を皆さんに提供するのも面白いで
すね。
　遺跡から望む会津盆地や雄国沼の景観は、
縄文時代と変わらないものです。この景観を
大切にしながら、将来に残していけるよう調
査を進めていきます。

Interview

文化課  文化財保護班
青木　誠
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◆
多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長
と

し
て
市
政
進
展
に
貢
献

　北
見  

駿
次（
菅
原
町
）

　故  

慶
德  

一
彦（
花
園
町
）

　小
椋  

實（
藤
巻
）

◆
多
年
に
わ
た
り
一
花
会
お
よ

び
市
文
化
協
会
喜
多
方
支
部
の

要
職
に
就
か
れ
、文
化
の
振
興
に

貢
献　神

山  

和
子（
下
柴
）

◆
多
年
に
わ
た
り
市
文
化
協
会

熱
塩
加
納
支
部
の
要
職
に
就
か

れ
、文
化
の
振
興
に
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◆
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献
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献
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）

◆
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中
学
校
に
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る
感
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症

対
策
の
た
め
純
銀
イ
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ン
水
を

寄
附
し
、市
政
進
展
に
貢
献

　荒
川
産
業
株
式
会
社
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取
締
役  

荒
川  

健
吉

　（東
四
ッ
谷
）

◆
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の
金
員
を
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し
、市
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進
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に
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献
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郡
三
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）
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険
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互
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◆
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
多

額
の
金
員
を
寄
附
し
、市
政
進
展

に
貢
献

　只
木  

誠（
埼
玉
県
）

  

総
務
課  

行
政
班

☎（
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）５
２
０
４

市
功
労
者
を
表
彰

自
治
功
労
な
ど
　
個
人
・
団
体
が
受
賞（
敬
称
略
）

11
月
２
日（
木
）、喜
多
方
市
表
彰
式
を
喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
行
い

ま
し
た
。

　市
長
か
ら
受
賞
者
一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、

受
賞
者
を
代
表
し
、北
見
駿
次
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

自

　治

　功

　労

教
育
文
化
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

善

　
　
　
　行

▶
代
表
謝
辞
を
述
べ
る
北
見
駿
次
さ
ん

高久  寛行さん
（塩川町  中ノ目）

瑞
宝
双
光
章

　消
防
士
と
し
て
、喜
多
方
消
防
署

長
や
消
防
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任

し
、42
年
に
わ
た
り
地
域
住
民
の
生

命
を
守
る
た
め
尽
力
す
る
と
と
も

に
、救
助
隊
や
救
急
救
命
士
と
し
て

も
現
場
活
動
に
奔
走
し
ま
し
た
。

斎藤  誠さん
（山都町  小布瀬原）

瑞
宝
単
光
章

　消
防
団
員
と
し
て
、訓
練
本
部
長

や
第
四
支
団
長
な
ど
の
幹
部
職
を
歴

任
し
、37
年
に
わ
た
り
地
域
防
災
力

向
上
の
た
め
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

風
通
し
の
よ
い
消
防
団
の
環
境
づ
く

り
に
努
め
ま
し
た
。

小林  聖一さん
（喜多方  東四ツ谷）

黄
綬
褒
章

　広
告
美
術
工
と
し
て
、53
年
に
わ

た
り
高
品
質
な
看
板
や
標
識
の
デ

ザ
イ
ン
か
ら
制
作
、設
置
ま
で
幅
広

く
手
掛
け
る
と
と
も
に
、県
屋
外
広

告
美
術
業
協
同
組
合
の
技
能
検
定

委
員
と
し
て
、後
進
の
育
成
に
も
尽

力
し
て
い
ま
す
。

さいとう まこと たか  く　 ひろゆき

こばやし   せいいち

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

問

優良建設工事表彰
　優良建設工事は、前年度に竣工した工事のうち、特に出来栄
え、品質が優れているものを対象に、審査を経て決定します。
　今年度は５件の工事を選定し、10 月 23 日（月）の表彰式で、
工事を施工した５社と工事に従事された技術者の方々に、表
彰状と記念の盾を贈りました。

◆表彰工事および請負業者名（従事技術者の職・氏名） 敬称略

・西部地区管渠布設（その１）工事　　　　　　　　株式会社  大塚工業　　（現場代理人　佐藤　修）
・東四ツ谷・新町線舗装補修工事　　　　　　　　穴澤建設  株式会社　　（現場代理人　佐藤  竹信）
・塩川ふれあい会館トイレ改修工事　　　　　　　株式会社  小滝建設　　（現場代理人　中川  博之）
・塩川保健福祉センター空調設備改修第４期工事　星電気工事  株式会社　（現場代理人　小澤  健太）
・桜ガ丘地内配水管布設替工事　　　　　　　　　株式会社  唐橋　　　　（現場代理人　渡部  健一）

問契約管理課  契約検査班  ☎（24）5279

問商工課  商工業・雇用・創業支援班  ☎（24）5233

技能功労者表彰
　優れた技術を有し、産業の発展に寄与するとともに後継者
の育成など地域社会の発展に貢献した功労者に、11 月 16 日

（木）の表彰式で、表彰状と記念品を贈りました。

◆優秀中堅技能者 敬称略

・マツモトプレシジョン株式会社　安達   剛
・大同精機株式会社　　　　　　　加藤  芳樹
・日吉工業株式会社　　　　　　　内海  新治

◆技能功労者 敬称略

・日吉工業株式会社　　　　　　　新国  信人
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優良建設工事表彰
　優良建設工事は、前年度に竣工した工事のうち、特に出来栄
え、品質が優れているものを対象に、審査を経て決定します。
　今年度は５件の工事を選定し、10 月 23 日（月）の表彰式で、
工事を施工した５社と工事に従事された技術者の方々に、表
彰状と記念の盾を贈りました。

◆表彰工事および請負業者名（従事技術者の職・氏名） 敬称略

・西部地区管渠布設（その１）工事　　　　　　　　株式会社  大塚工業　　（現場代理人　佐藤　修）
・東四ツ谷・新町線舗装補修工事　　　　　　　　穴澤建設  株式会社　　（現場代理人　佐藤  竹信）
・塩川ふれあい会館トイレ改修工事　　　　　　　株式会社  小滝建設　　（現場代理人　中川  博之）
・塩川保健福祉センター空調設備改修第４期工事　星電気工事  株式会社　（現場代理人　小澤  健太）
・桜ガ丘地内配水管布設替工事　　　　　　　　　株式会社  唐橋　　　　（現場代理人　渡部  健一）

問契約管理課  契約検査班  ☎（24）5279

問商工課  商工業・雇用・創業支援班  ☎（24）5233

技能功労者表彰
　優れた技術を有し、産業の発展に寄与するとともに後継者
の育成など地域社会の発展に貢献した功労者に、11 月 16 日

（木）の表彰式で、表彰状と記念品を贈りました。

◆優秀中堅技能者 敬称略

・マツモトプレシジョン株式会社　安達   剛
・大同精機株式会社　　　　　　　加藤  芳樹
・日吉工業株式会社　　　　　　　内海  新治

◆技能功労者 敬称略

・日吉工業株式会社　　　　　　　新国  信人
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内
容  

県
内
55
市
町
村
が
出
場

し
た「
第
10
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」に
お
い

て
、喜
多
方
市
チ
ー
ム
は
大
熊
町

と
の
１
回
戦
に
勝
利
し
、２
回
戦

福
島
市
と
の
試
合
で
は
、強
豪

チ
ー
ム
に
善
戦
し
ま
し
た
が
敗

退
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
声
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
会
成
績

▽
１
回
戦（
10
月
15
日
）

　
喜
多
方
市
４
ー
３
大
熊
町

▽
２
回
戦（
10
月
21
日
）

　
喜
多
方
市
３
ー
10
福
島
市

  

生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ
振

興
室

☎（
24
）５
３
２
７

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
・
増

殖
す
る
部
位
は
小
腸
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。潜
伏
期
間（
感
染

か
ら
発
症
ま
で
の
期
間
）は
、24

〜
48
時
間
で
、主
な
症
状
は
吐
き

気
、お
う
吐
、下
痢
、腹
痛
で
あ

り
、発
熱
は
軽
度
で
す
。

　
通
常
は
こ
れ
ら
の
症
状
が
１

〜
２
日
程
度
で
治
癒
し
、後
遺
症

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、子
ど
も
や
高

齢
者
は
重
症
化
し
た
り
、吐
物
が

気
道
に
詰
ま
り
、死
亡
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、感

染
し
て
も
発
症
し
な
い
場
合
が

あ
り
、そ
の
状
態
で
も
ウ
イ
ル
ス

を
含
む
ふ
ん
便
の
排
泄
は
続
く

た
め
、気
付
か
な
い
う
ち
に
ウ
イ

ル
ス
を
拡
散
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。施
設
や
学
校
な
ど
で
大
規

模
な
集
団
感
染
を
引
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
効
く
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
。脱
水
症
状
な
ど
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
充
分
な
水
分

と
栄
養
の
補
給
が
必
要
で
す
。

　
脱
水
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は

病
院
で
輸
液
を
行
う
な
ど
の
治

療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。下
痢
止

め
薬
は
、回
復
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、使
用
し
な
い
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。

   

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

問

塩川萌黄会 一般社団法人  会津喜多方青年会議所

一般社団法人  食・環境改善機構 会津植物愛好会

五十嵐  君枝 ☎090（7565）5225問申

社会教育関係団体紹介

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
防
ご
う

　ノロウイルスによる感染性
胃腸炎や食中毒は、11 月から
冬季に流行します。ワクチンな
どもなく、感染経路が多彩で、
制御は困難なことから、感染予
防対策の徹底が大切です。

社会教育関係団体の紹介は
市ホームページに掲載して
います。

第
10
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
防
ご
う

感
染
し
た
場
合
の
症
状

治
療
方
法

問

感染者の手から
ドアノブ、手すり
などを介して感
染

感染者の手や調
理器具などを介
して感染

ノロウイルスの感染経路

感染者のふん便や吐物が
乾燥し、埃とともに舞った
ウイルスを吸い込むこと
で感染

ノロウイルスに
汚染された食品・
飲料から感染

ノロウイルスに

大切なのは感染予防対策！
①手洗い
　調理を行う前（飲食業を行っている場合は食事提供の前も）、食事の前、トイレに
行った後、感染者の汚物処理やオムツ交換などを行った後（手袋をしていても）には必
ず行いましょう。爪を短く切って、指輪などをはずし、石けんを十分泡
立て、ブラシなどを使用して手指を洗浄します。すすぎは温水で十分に
行い、清潔なタオルで拭きます。
②加熱処理
　二枚貝などの食品の場合は、中心部が85 ～ 90℃で90秒以上の加熱が望ましいです。

③次亜塩素酸ナトリウムによる除菌
　調理器具 ( まな板、包丁など ) にウイルスが付着した可能性がある場合や、感染者が
出た場合はトイレの便座やドアノブ、スイッチなど共用部分も除菌
しましょう。
※アルコールによる除菌効果は低く、次亜塩素酸ナトリウムによる
　除菌が効果的です。

　調理器具 ( まな板、包丁など ) にウイルスが付着した可能性がある場合や、感染者が

文化協会加盟団体紹介

内容　美術的資質の向上、文化意識の高揚、元気
なまちづくりの応援を目的に活動しています。
　基礎のデッサンと併行しながら静物、風景、モ
デルによる人物研修を重ね、年１回萌黄会展で成
果発表をしています。
対象　小学生以上の方、どなたでも
会費　年額 12,000 円

事務局 ☎（23）5608問申

内容　①食育②自然微生物③放射性物質の除染
④再生可能エネルギーを柱に事業を行っていま
す。市民・団体などを対象に、勉強会、講演会、講
習会、見学会などを開催し、理解者、実践協力者の
拡大に努めています。
対象　市内在住の方
会費　年額 2,000 円

宮城  京子 ☎（22）7454問申

内容　昭和 37 年発足後、植物観察と培養、展示
会、会報発行などを行い、自然保護に努めていま
す。年間を通して活動を行い、会員相互の親睦を
深め、イベントを楽しんでいます。
会 員 数　11 人
活動場所　厚生会館、現地（山）

事務局 ☎090（8613）3271問申

内容　市内を中心に活動する 20 歳～ 40 歳で構
成された人材育成や地域貢献活動を行っている
団体です。
　イベントやプロジェクトを通じて、地域住民と
の交流を図り、若い世代の活躍の機会を提供しま
す。
対象　20 歳～ 40 歳の社会人
会費　年額 100,000 円
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内
容  

県
内
55
市
町
村
が
出
場

し
た「
第
10
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」に
お
い

て
、喜
多
方
市
チ
ー
ム
は
大
熊
町

と
の
１
回
戦
に
勝
利
し
、２
回
戦

福
島
市
と
の
試
合
で
は
、強
豪

チ
ー
ム
に
善
戦
し
ま
し
た
が
敗

退
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
声
援
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
会
成
績

▽
１
回
戦（
10
月
15
日
）

　
喜
多
方
市
４
ー
３
大
熊
町

▽
２
回
戦（
10
月
21
日
）

　
喜
多
方
市
３
ー
10
福
島
市

  

生
涯
学
習
課  

ス
ポ
ー
ツ
振

興
室

☎（
24
）５
３
２
７

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
・
増

殖
す
る
部
位
は
小
腸
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。潜
伏
期
間（
感
染

か
ら
発
症
ま
で
の
期
間
）は
、24

〜
48
時
間
で
、主
な
症
状
は
吐
き

気
、お
う
吐
、下
痢
、腹
痛
で
あ

り
、発
熱
は
軽
度
で
す
。

　
通
常
は
こ
れ
ら
の
症
状
が
１

〜
２
日
程
度
で
治
癒
し
、後
遺
症

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、子
ど
も
や
高

齢
者
は
重
症
化
し
た
り
、吐
物
が

気
道
に
詰
ま
り
、死
亡
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、感

染
し
て
も
発
症
し
な
い
場
合
が

あ
り
、そ
の
状
態
で
も
ウ
イ
ル
ス

を
含
む
ふ
ん
便
の
排
泄
は
続
く

た
め
、気
付
か
な
い
う
ち
に
ウ
イ

ル
ス
を
拡
散
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。施
設
や
学
校
な
ど
で
大
規

模
な
集
団
感
染
を
引
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
効
く
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
。脱
水
症
状
な
ど
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
充
分
な
水
分

と
栄
養
の
補
給
が
必
要
で
す
。

　
脱
水
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は

病
院
で
輸
液
を
行
う
な
ど
の
治

療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。下
痢
止

め
薬
は
、回
復
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、使
用
し
な
い
こ
と

が
望
ま
し
い
で
す
。

   

保
健
課  

健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

問

塩川萌黄会 一般社団法人  会津喜多方青年会議所

一般社団法人  食・環境改善機構 会津植物愛好会

五十嵐  君枝 ☎090（7565）5225問申

社会教育関係団体紹介

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
防
ご
う

　ノロウイルスによる感染性
胃腸炎や食中毒は、11 月から
冬季に流行します。ワクチンな
どもなく、感染経路が多彩で、
制御は困難なことから、感染予
防対策の徹底が大切です。

社会教育関係団体の紹介は
市ホームページに掲載して
います。

第
10
回
市
町
村
対
抗
福
島
県

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

感
染
し
た
場
合
の
症
状

治
療
方
法

問

感染者の手から
ドアノブ、手すり
などを介して感
染

感染者の手や調
理器具などを介
して感染

ノロウイルスの感染経路

感染者のふん便や吐物が
乾燥し、埃とともに舞った
ウイルスを吸い込むこと
で感染

ノロウイルスに
汚染された食品・
飲料から感染

大切なのは感染予防対策！
①手洗い
　調理を行う前（飲食業を行っている場合は食事提供の前も）、食事の前、トイレに
行った後、感染者の汚物処理やオムツ交換などを行った後（手袋をしていても）には必
ず行いましょう。爪を短く切って、指輪などをはずし、石けんを十分泡
立て、ブラシなどを使用して手指を洗浄します。すすぎは温水で十分に
行い、清潔なタオルで拭きます。
②加熱処理
　二枚貝などの食品の場合は、中心部が85 ～ 90℃で90秒以上の加熱が望ましいです。

③次亜塩素酸ナトリウムによる除菌
　調理器具 ( まな板、包丁など ) にウイルスが付着した可能性がある場合や、感染者が
出た場合はトイレの便座やドアノブ、スイッチなど共用部分も除菌
しましょう。
※アルコールによる除菌効果は低く、次亜塩素酸ナトリウムによる
　除菌が効果的です。

文化協会加盟団体紹介

内容　美術的資質の向上、文化意識の高揚、元気
なまちづくりの応援を目的に活動しています。
　基礎のデッサンと併行しながら静物、風景、モ
デルによる人物研修を重ね、年１回萌黄会展で成
果発表をしています。
対象　小学生以上の方、どなたでも
会費　年額 12,000 円

事務局 ☎（23）5608問申

内容　①食育②自然微生物③放射性物質の除染
④再生可能エネルギーを柱に事業を行っていま
す。市民・団体などを対象に、勉強会、講演会、講
習会、見学会などを開催し、理解者、実践協力者の
拡大に努めています。
対象　市内在住の方
会費　年額 2,000 円

宮城  京子 ☎（22）7454問申

内容　昭和 37 年発足後、植物観察と培養、展示
会、会報発行などを行い、自然保護に努めていま
す。年間を通して活動を行い、会員相互の親睦を
深め、イベントを楽しんでいます。
会 員 数　11 人
活動場所　厚生会館、現地（山）

事務局 ☎090（8613）3271問申

内容　市内を中心に活動する 20 歳～ 40 歳で構
成された人材育成や地域貢献活動を行っている
団体です。
　イベントやプロジェクトを通じて、地域住民と
の交流を図り、若い世代の活躍の機会を提供しま
す。
対象　20 歳～ 40 歳の社会人
会費　年額 100,000 円
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

市民の皆さんの生活に
直結するいろいろな制
度や催しなどを紹介す
るコーナーです。
情 報 の 詳 細 に つ い て
は、問へ連絡してく
ださい。

情報
ステーション

ラジオ広報番組
好評放送中

FM きたかた

78.2 MHZ

ほっとチャンネル
ピックアップ
土・日　正午

ほっとチャンネル
月～金 午後０時 15 分

ほっとチャンネル
ウィークリー

土・日　午前９時45分

内
容
新
年
の
門
出
を
祝
う
式

典
お
よ
び
祝
宴
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
令
和
６
年
１
月
４
日（
木
）

午
前
10
時

場
所
喜
多
方
プ
ラ
ザ

会
費
１
０
０
０
円

申
込
期
限
12
月
15
日（
金
）

※
申
込
期
限
後
に
申
し
込
ん
だ

場
合
は
、出
席
者
名
簿
に
名
前

が
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
し
込
み
方
法
会
費
を
添
え

て
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。申
込
書
は
窓
口
、ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き

ま
す
。

問
申
企
画
調
整
課
企
画
調

整
班

☎（
24
）５
２
０
９
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

内
容
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操

作
方
法
や﹁
の
る
ー
と
喜
多
方
﹂

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ａ
ｕ

以
外
を
利
用
の
方
も
参
加
で
き

ま
す
。

日
時
12
月
19
日（
火
）
①
午

前
10
時
30
分
②
午
前
11
時
30

分
※
各
回
30
分
程
度

定
員
各
回
１
人

場
所
ａ
ｕ
ス
タ
イ
ル
喜
多
方

参
加
料
無
料

申
し
込
み
方
法
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申
地
域
振
興
課
き
た
か

た
ぐ
ら
し
推
進
室

☎（
24
）５
２
７
５

内
容
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や

子
ど
も
た
ち
の
未
来
な
ど
に
つ

い
て
、市
長
と
お
話
し
ま
せ
ん
か
。

対
話
時
間
１
人（
組
）25
分
以

内
。※
団
体
は
５
人
程
度
。

日
時
令
和
６
年
１
月
23
日

（
火
）午
前
10
時
～
11
時
25
分

場
所  

塩
川
総
合
支
所

申
込
期
限
令
和
６
年
１
月
９

日（
火
）

問
申
塩
川
総
合
支
所
住
民

課☎（
27
）２
１
１
１

内
容
人
物
の
描
き
方
を
基
礎

か
ら
学
習
し
、特
徴
の
と
ら
え

方
や
立
体
感
の
出
し
方
な
ど
を

学
び
ま
す
。

日
時
令
和
６
年
１
月
13
日

（
土
）、14
日（
日
）、20
日（
土
）

各
日
午
前
10
時
～
正
午

場
所
喜
多
方
プ
ラ
ザ
２
階

第
３
会
議
室

対
象
小
学
４
年
生
以
上

定
員
10
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
料
無
料

持
ち
物
鉛
筆（
Ｈ
Ｂ
・
Ｂ
・

２
Ｂ
数
本
）※
木
炭
・
コ
ン
テ

も
可
、消
し
具

申
し
込
み
方
法
電
話
、ま
た

は
受
付
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
※
休
館
日
を
除
く
午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

問
申
美
術
館

☎（
23
）０
４
０
４

訓
練
科
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ

コ
ー
ス
、電
気
設
備
技
術
コ
ー

ス（
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
習
付
）

訓
練
期
間
令
和
６
年
２
月
１

日（
木
）～
８
月
30
日（
金
）

定
員
各
コ
ー
ス
３
人

対
象
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
し
て
い
る
方
で
、
職
業
訓

練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判
断

さ
れ
た
方

募　
集令

和
６
年

新
春
市
民
の
集
い

ス
マ
ホ
教
室

わ
く
わ
く
市
政
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク

人
物
デ
ッ
サ
ン
教
室

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

訓
練
生
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受
講
料  

無
料

申
込
期
限 

令
和
６
年
１
月
12

日（
金
）

選
考
日 
令
和
６
年
１
月
16
日

（
火
）

施
設
見
学
会

内
容 

職
業
訓
練
の
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
水
曜
日
は
見
学
後

に
訓
練
体
験
も
可
能
で
す
。

日
時 

12
月
４
日（
月
）、６
日

（
水
）、11
日（
月
）、13
日（
水
）、

18
日（
月
）、20
日（
水
）、25
日

（
月
）、27
日（
水
） 

午
後
１
時
30

分
～
３
時
45
分

申 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方

☎（
22
）４
１
１
１

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

（
訓
練
課
）

☎
０
２
４
２（
26
）０
５
２
０

日
時 

令
和
６
年
１
月
10
日

（
水
）、11
日（
木
） 

午
前
９
時
～

午
後
４
時

受
講
料 

３
１
０
０
円

教
材
費 

無
料

定
員 

10
人

申
込
期
限 

12
月
18
日（
月
）

機
械
検
査
３
級（
学
科
）

日
時 

令
和
６
年
１
月
15
日

（
月
） 午
前
９
時
～
午
後
４
時

受
講
料  

１
９
０
０
円

教
材
費 

無
料

定
員 

10
人

申
込
期
限 

12
月
18
日（
月
）

申
し
込
み
方
法 

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
所
定
項
目
を
入
力
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
申 
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
会
津

☎（
27
）３
２
２
１

内
容 

会
津
学
生
寮
で
は
、東

京
近
郊
の
大
学
に
就
学
す
る
男

子
学
生
を
対
象
に
、令
和
６
年

度
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格 

次
の
全
て
に
該
当

す
る
男
子
学
生

①
現
在
、会
津
に
居
住
、ま
た
は

保
護
者
な
ど
が
会
津
出
身
で
あ

る
な
ど
、会
津
に
縁
が
あ
る
こ

と
。

②
東
京
近
郊
の
大
学（
原
則
４

年
制
）に
入
学
す
る
方
、ま
た
は

２
年
生
に
進
級
す
る
在
学
生
。

あ
る
い
は
こ
れ
に
準
ず
る
方
。

（
短
大
や
専
門
学
校
な
ど
は
、事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

③
心
身
と
も
に
健
康
で
共
同
生

活
が
で
き
る
方
。

定
員 

15
人
程
度

申
込
期
間 

令
和
６
年
１
月
11

日（
木
）～
２
月
２
日（
金
）

申
し
込
み
方
法 

窓
口
、ま
た

は
県
立
高
校
に
設
置
の
入
寮
願

と
、調
査
書
、入
学
許
可
証
の
写

し （
大
学
１
年
生
は
在
学
証
明

書
）を
会
津
学
生
寮
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
申  （
公
財
）会
津
学
生
寮

☎
03（
３
９
４
７
）０
３
２
５

問 

教
育
総
務
課 

教
育
総
務
係

☎（
24
）５
３
０
４

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

Ｚ
Ｅ
Ｈ
機
器
活
用（
創
エ
ネ
・
蓄

エ
ネ
編
）

会
津
学
生
寮
入
寮
生

人権に関するお知らせ
12 月 4 日～10 日は「第 75 回人権週間」

内容  人権に関する相談は無料で、秘密は守られます。人権擁護委
員および法務局職員が対応しますので、気軽に相談してください。
　また、期間中は喜多方プラザと市図書館で、人権に関する作品
や啓発活動を紹介するパネル展を開催します。
相談連絡先

みんなの人権 110 番 ☎ 0570（003）110
子どもの人権 110 番 ☎ 0120（007）110
女性の人権ホットライン ☎ 0570（070）810
問 福島地方法務局  人権擁護課 ☎ 024（534）1994

12 月 10 日～16 日は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」
内容  北朝鮮による拉致被害者は現在、17 人が認定されていま

す。人権侵害問題の啓発のため、11 日（月）～15 日（金）の間、県庁本
庁舎・西庁舎の渡り廊下で、拉致問題に関するパネル展示を行い
ます。
問 福島県男女共生課 ☎ 024（521）7188

▲テクノアカ
デミー会津
ホームページ

▲会津学生寮
ホームページ
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

石堂ホール

HALL

明治27新館・多目的貸ホール明治27新館・多目的貸ホール

歴史をつむぎ

明日を彩る空間

会議・集会・各種イベント

最大３０名・テーブル椅子

喜多方市字六枚長4220－4

旧東高校通用門から北200ｍ

お問合わせ：090－1791－3270

お
知
ら
せ

1
日
経
産
局
in
喜
多
方

内
容
東
北
経
済
産
業
局
が
①

経
済
産
業
省
の
支
援
施
策
説
明

会
の
開
催
と
②
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

日
時
①
12
月
20
日（
水
）
午

後
２
時
～
４
時
、②
12
月
21
日

（
木
）午
前
９
時
～
正
午

場
所
①
喜
多
方
プ
ラ
ザ
第

二
会
議
室
、②
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
か
け
は
し

対
象
者
民
間
事
業
者
、各
種

支
援
機
関

申
し
込
み
方
法
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問
申
商
工
課
企
業
立
地
・
企

業
支
援
推
進
班

☎（
24
）５
２
４
７

内
容
公
共
下
水
道
の
供
用
が

開
始
さ
れ
た
区
域
で
は
、下
水

道
へ
の
接
続
が
下
水
道
法
に
よ

り
、義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
の
た
め
、排

水
設
備
設
置
工
事
に
関
す
る
こ

と
や
、補
助
制
度
な
ど
、各
種
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
下
水
道
加
入
促
進
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、職

員
に
よ
る
個
別
訪
問
を
通
年
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
申
下
水
道
課
計
画
管
理

係☎（
24
）５
２
６
２

内
容
金
銭
問
題（
貸
金
、売
買

代
金
、借
金
返
済
、交
通
事
故
の

損
害
賠
償
な
ど
）、土
地
建
物
の

問
題（
土
地
、建
物
の
明
け
渡
し

な
ど
）、家
庭
や
親
族
の
問
題

（
離
婚
、相
続
、成
年
後
見
制
度

な
ど
）で
お
困
り
の
方
、裁
判
の

手
続
き
を
案
内
し
ま
す
。

日
時
12
月
15
日（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

場
所
厚
生
会
館
第
１
会
議

室申
込
期
限
12
月
12
日（
火
）

申
し
込
み
方
法
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
※
予
約
が
な

い
場
合
、職
員
は
出
張
し
ま
せ

ん
。

問
申
福
島
地
方
裁
判
所
会
津

若
松
支
部
庶
務
課

☎
０
２
４
２（
26
）５
７
２
５

内
容
相
談
員
が
借
金
で
お
悩

み
の
方
か
ら
、家
計
や
借
金
の

状
況
な
ど
を
伺
い
、ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
ほ
か
、必
要
に
応
じ

て
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家
に
引

継
ぎ
を
行
う
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
12
月
19
日（
火
）
午
後

１
時
～
４
時

場
所
会
津
地
方
振
興
局
１
階  

会
議
室

申
込
期
限
12
月
18
日（
月
）

申
し
込
み
方
法
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
除
く
）
午
前
８
時
30
分

～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時
30

分問
申
福
島
財
務
事
務
所
理

財
課

☎
０
２
４（
５
３
３
）０
０
６
４

内
容
国
民
年
金
基
金
は
、国

民
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な

年
金
制
度
で
す
。

　
掛
金
は
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
と
な
り
、所
得
税
と
住
民

税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
受
け
取

る
年
金
も
公
的
年
金
等
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、税
制

面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
年
金
額
や

受
取
期
間
を
設
計
で
き
、万
が

一
、早
期
に
亡
く
な
っ
た
と
き

も
、一
部
の
年
金
プ
ラ
ン
を
除

き
、家
族
に
遺
族
一
時
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

加
入
対
象
者
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者（
自
営
業
の
方
や

そ
の
家
族
、学
生
な
ど
）で
、20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
、お
よ

び
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
国
民

年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
る
方

で
す
。

問
全
国
国
民
年
金
基
金
南
東

北
支
部

☎
０
１
２
０（
65
）４
１
９
２

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
相
談

裁
判
手
続
き
の
ご
案
内

借
金
の
無
料
相
談
会

年　
金

国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内

▲申し込みは
こちら
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電
話
で
の
年
金
相
談

受
付
時
間
・
月
曜
日（
月
曜

日
が
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
火
曜
日
～
金
曜
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

・
第
２
土
曜
日
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

税税
務
署
で
行
う
確
定
申
告

内
容
次
の
申
告
に
つ
い
て
は

税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
市
が
実
施
す
る
申
告
会
場

で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

○
青
色
申
告

○
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
初

年
度
の
方

○
株
式
の
﹁
譲
渡
・
配
当
・
繰

越
損
失
﹂

　
税
務
署
会
場
で
の
申
告
に
は

整
理
券
が
必
要
で
す
。｢
入
場

整
理
券｣

は
、当
日
配
布
と
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
事
前
発
行
の
予

定
で
す
。
配
布
方
法
の
詳
細
は

令
和
６
年
１
月
以
降
、国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使

用
し
た
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
は
、申
告

会
場
へ
出
向
か
ず
に
、確
定
申

告
が
で
き
ま
す
。

課
税
方
式
の
変
更
上
場
株
式

な
ど
に
係
る
配
当
所
得
は
、所

得
税
と
住
民
税
と
で
異
な
る
課

税
方
式
が
選
択
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。

問
税
務
課
市
民
税
班

☎（
24
）５
２
１
７
ま
た
は
各
総

合
支
所
住
民
課

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

説
明
会

内
容
事
業
者
向
け
の
﹁
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
﹂
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
予
約
制
で
す
の

で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
12
月
14
日（
木
）

○
課
税
事
業
者
の
方
向
け

午
前
10
時
～
正
午

○
免
税
事
業
者
の
方
向
け

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
喜
多
方
税
務
署
２
階

会
議
室

※
﹁
登
録
要
否
相
談
会
﹂
の
事

前
予
約
は
、随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

問
申
喜
多
方
税
務
署
調
査

部
門

☎（
24
）５
０
５
７

ありがとうございます
ふるさと納税（寄附）への協力

　令和５年度の寄附状況は 10 月末現在で、2,757 人
の方から 6,180 万 3,000 円お寄せいただきました。
　ご協力誠にありがとうございます。

問申  企画調整課 企画調整班  ☎（24）5209

安全で効率的な 除雪作業 にご協力ください
除雪作業は15 センチ以上の積雪で出動します
※除雪車の稼働状況は、市ホームページから確認できます。

除雪の要請は、必ず行政区長を通じて連絡してください。
路上駐車はしないでください。
被害が予想される箇所などには、目印を設置してください。
屋根からの雪・個人の敷地内の雪は、所有者で対応してください。
消雪散水中の道路では、モラルのある運転を心がけてください。
早朝の散歩やジョギング中には、反射板やライトを着けるなど目立つようにしてください。

・濁川流域の河川敷（３箇所）  →  下三宮橋上流東側※、新町橋下流西側、新宮橋下流西側
　 ※上三宮小学校の通学路となっていますので、児童の安全確保のため、登下校の時間帯【平日：午前 7 時

～午前 8 時 30 分、午後 3 時～午後 5 時】は雪捨てをしないでください。
・一ノ戸川流域の河川敷（１箇所）  →  太田橋上流東側

雪捨ては指定された場所へ運搬してください

除雪・消雪の問い合わせ
被害・災害の問い合わせ

建設課 管理係  ☎（24）5245 または各総合支所産業建設課
危機管理課 危機管理室  ☎（24）5221 または各総合支所住民課
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財政状況公表に係る用語の意味

一般会計…主に福祉・教育・土木・衛
生などの地方公共団体が基本的な施策
を行うための会計です。施策を行うた
めの収入には、市税・地方交付税・国
庫支出金などが充てられます。

特別会計…特定の収入をもって特定の
施策を行うために設けられている会計
です。一般会計が市税などを収入とし
ているのに対して、介護保険料や国民
健康保険税、下水道使用料などを収入
としています。
　会計は単一で経理をするのが理想的
ですが、行政活動は広範で多岐にわた
るため、特定の目的については、特別会
計を設置することで施策や資金運用の
状況を明確にしています。

繰越金…当該年度内に支出が終わらな
い見込みのあるものについて、例外的
に翌年度に繰り越して使用することが
できるものです。

市　債…建設事業などの財源を調達す
るために行う長期の借金です。市役所
庁舎の建て替えや学校の耐震化、道路
や上 ･ 下水道の整備などのため、政府
資金や金融機関から借り入れていま
す。施設は、何十年も使うもので、今、税
金を納めている世代の人だけではな
く、広い世代に分けて、少しずつ負担し
ていくことが公平であると考えている
ため、長期にわたり返済します。

市の財政
市の財政状況のお知らせ

９月末現在の一般会計収入率は 39.3％、執行率は 37.2％
　年２回、財政状況を市民の皆さんにお知らせしています。今回は、令和５年度一般会計および特別
会計予算の執行状況（令和５年９月末現在）についてお知らせします。
　令和５年度一般会計予算の収入と支出の状況（繰越金を含む）は、９月末現在で予算総額 311 億
6,607 万円に対し、収入率が 39.3％（収入済額 122 億 6,349 万円）、執行率が 37.2％（支出済額 115 億
7,889 万円）となっています。
　今後も行財政改革に積極的に取り組み、最少の経費で最大の効果を挙げるよう計画的、効率的な財
政運営に努め、市の将来の都市像である「力強い産業　人が輝く　活力満ちる安心・快適なまち」の
実現に向けた諸施策を推進していきます。
問 財政課 財政班 ☎（24）5213

令和５年度各会計の執行状況 （９月末現在） 単位：万円

市債（市の借り入れの状況）
市債総額：340 億 5,445 万円

会　計　区　分 予算額 収入済額 収入率
支出済額 執行率

一　般　会　計 311 億 6,607 122 億 6,349 39.3％
115 億 7,889 37.2％

特　
　
別　
　
会　
　
計

国民健康保険事業特別会計 52 億 2,489 19 億 2,501 36.8％
19 億 5,992 37.5％

後期高齢者医療事業特別会計 6 億 0,627 1 億 9,601 32.3％
1 億 8,753 30.9％

介護保険事業特別会計 57 億 1,083 26 億 6,442 46.7％
23 億 9,148 41.9％

公有林整備事業特別会計 557 3 0.5％
1 0.2％

工業団地造成事業特別会計 1 億 7,567 0 0.0％
1,421 8.1％

塩川駅西土地区画整理事業
特別会計 306 8 2.5％

153 49.9％

駒 形 財 産 区 特 別 会 計 1,316 1 0.1％
0 0.0％

一ノ木財産区特別会計 3,618 0 0.0％
5 0.1％

早稲谷財産区特別会計 1,345 0 0.0％
5 0.4％

下水道事業会計
67億 8,155 万円

水道事業会計
17億 9,396 万円工業団地造成事業

特別会計
2 億 5,142 万円

塩川駅西土地区画
整理事業特別会計

151万円

一　般　会　計
252 億 2,601万円
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水道事業（公営会計）の業務状況のお知らせ
水
道
事
業

下
水
道
事
業

下水道事業（公営企業）の業務状況のお知らせ

令和５年度　経理状況 （９月末現在）

令和５年度　経理状況 （９月末現在）

　水道事業の維持管理費、修繕費などの経
費は、利用者の皆さんからの水道料金によ
り賄われています。
　安定して水道水を供給していくため、施
設の維持管理および建設改良などの事業を
推進し、今後も安全・安心でおいしい水道水
の供給に努めていきます。

　下水道事業は、家庭などから出された汚水を
下水処理場できれいにして河川に戻しています。
　必要な住民サービスを安定的に提供できるよ
う、経営基盤の強化を図りながら維持管理や建
設改良などの事業を推進していきます。

収　
　
入

区　分 予算額 執行額 執行率
営 業 収 益 9 億 9,982 5 億 2,801 52.8％
営業外収益 1 億 9,242 1,073 5.6％
特 別 利 益 1 0 0.0％

計 11 億 9,225 5 億 3,874 45.2％

支　
　
出

区　分 予算額 執行額 執行率
営 業 費 用 11 億 0,296 3 億 8,219 34.7％
営業外費用 2,882 1,177 40.8％
特 別 損 失 220 52 23.6％
予 備 費 100 0 0.0％

計 11 億 3,498 3 億 9,448 34.8％

収　
　
　
入

区　分 予算額 執行額 執行率
出 資 金 3,208 1,604 50.0％
補 助 金 3,575 0 0.0％
負 担 金 3,400 0 0.0％
繰 入 金 24 0 0.0％

計 1 億 0,207 1,604 15.7％

支　
　
　
出

区　分 予算額 執行額 執行率
建設改良費 ６億 7,559 4 億 5,842 67.9％
固定資産購入費 590 353 59.8％
企業債償還金 1 億 6,912 8,417 49.8％
予 備 費 300 0 0.0％

計 ８億 5,361 ５億 4,612 64.0％

収　
　
入

区　分 予算額 執行額 執行率
営 業 収 益 2 億 9,229 1 億 4,659 50.2％
営業外収益 8 億 5,286 4 億 5,109 52.9％
特 別 利 益 1 0 0.0％

計 11 億 4,516 5 億 9,768 52.2％

支　
　
出

区　分 予算額 執行額 執行率
営 業 費 用 10 億 0,833 2 億 7,452 27.2％
営業外費用 1 億 0,330 5,163 50.0％
特 別 損 失 50 18 36.0％
予 備 費 10 0 0.0％

計 11 億 1,223 3 億 2,633 29.3％

収　
　
　
入

区　分 予算額 執行額 執行率
企 業 債 5 億 7,270 0 0.0％
出 資 金 1 億 6,959 1 億 5,480 91.3％
補 助 金 3 億 0,778 3,520 11.4％
負担金及び
分 担 金 1,566 1,156 73.8％

計 10 億 6,573 2 億 0,156 18.9％

支　
　
出

区　分 予算額 執行額 執行率
建設改良費 9 億 1,755 7 億 4,605 81.3％
企業債償還金 6 億 0,456 3 億 0,078 49.8％
予 備 費 10 0 0.0％

計 15 億 2,221 10 億 4,683 68.8％

◆令和５年度事業中間報告◆
改良工事「完了分」

①山都町早稲谷地内および熱塩加納町半在家地内にお
いて、老朽管布設替工事を行いました。
②東四ツ谷地内において、老朽管布設替工事に伴う舗装
復旧工事を行いました。
問 水道課 工務浄水班 ☎（22）1556

◆令和５年度事業中間報告◆
下水道建設工事実施箇所

・喜多方処理区（西部地区）
問 下水道課 計画管理係 ☎（24）5248

損益勘定：経営活動によって発生するすべての収入と支出で、資本勘定以外のもの
資本勘定：施設の建設改良に関する投資的な収入と支出で、将来の経営活動の基礎となり、収益に結びついていくもの

○収益的収入および支出（損益勘定）

○収益的収入および支出（損益勘定）

○資本的収入および支出（資本勘定）

○資本的収入および支出（資本勘定）

単位：万円

単位：万円

単位：万円

単位：万円

※繰越分を含む

問  水道課 業務係 ☎（22）1561

問 下水道課 総務係 ☎（24）5250



広報きたかた　2023. 12 〇14☎広報に記載の市内電話番号 ☎「「旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町」」と「「高郷町」」との通話には
市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

各種相談日 各種無料相談を行っています。相談を希望される
方は電話予約をお願いします。秘密は固く守られますので、悩み
ごとや困りごとなど気軽に相談してください。

休日の当番医（初期救急）

診療時間：午前９時～午後５時

開庁時間内（午前８時 30 分～午後５時 15 分）の
納税相談や来庁納付が難しい方は利用してください。
納 税 相 談

赤ちゃんから高齢者まで、健康・栄養・運動・育
児などについて保健師・栄養士が個別相談に応じます。気軽に利
用してください。相談を希望される方は、事前の電話予約をお願
いします。

健 康 相 談

休日の輪番制病院（2 次救急）

こころの健康相談

消
費
生
活

月～金
（土 ･ 日 ･ 祝日を除く）
午前８時 30 分
 　　　  ～午後５時

本庁舎１階
消費生活センター

消費生活相談員
權瓶　真弓
若林　理香

消費生活センター
☎（24）5353

日　時 場　所 相　談　員 予　約　先

行　
　
政

12 月     ４日（月）
午後２時～４時

塩川保健福祉センター
（いきいきセンター）

行政相談委員
大堀　由起子

塩川総合支所住民課
☎（27）2111

　　　  ６日（水）
午前 10 時～正午

山都総合支所
相談室

行政相談委員
佐藤　耕治

山都総合支所住民課
☎（38）3811

　　　  ８日（金）
午後１時～４時

本庁舎１階
相談室

行政相談委員
小原　良一

市民生活課
☎（24）5208

　　　 14 日（木）
午前９時～11 時

熱塩加納保健福祉
センター（夢の森）

行政相談委員
遠藤　俊一

熱塩加納総合支所住民課
☎（36）2111

　　　 21 日（木）
午前９時～11 時

高郷公民館
研修室

行政相談委員
福島　政則

高郷総合支所住民課
☎（44）2111　

人　
権

12 月    10 日（日）
午前 10 時

～午後３時

本庁舎ホール棟
大会議室

人権擁護委員
神田　優子
鈴木　善信
幸田　久美子
大島　陽平
樟山　久美子
星　朋子

市民生活課
☎（24）5208

法　
律

12 月    15 日（金）
午前 10 時

～午後３時 30 分

本庁舎１階
相談室

弁護士
小池　達哉

市民生活課
☎（24）5208

12 月    19 日（火）
午後１時 30 分

～４時 25 分

本庁舎１階
相談室

県司法書士会
会津支部会員

市民生活課
☎（24）5208

日　　時 場　所 相　談　先
12 月   21 日（木）・26 日（火）
午後５時 15 分～７時

税務課窓口
相談コーナー

税務課 税制収納班
☎（24）5219

日　時 場　所 予　約　先
12 月   ７日（木）
午前 9 時 30 分～11 時 30 分 保健センター 保健課 健康推進室

☎（24）5223 または各総合支所住民課

　広報きたかた 11 月号 P16 「31 文字で喜多方を
詠おう 入賞作品」の記事に誤りがございました。
お詫びして訂正いたします。

誤：ジュニアの部 829 首
正：ジュニアの部 843 首

休　日 病院・医院名
12 月 　   ３日（日） 喜多方市地域・家庭医療センター

（西四ツ谷）
☎（24）5320

10 日（日） 君島内科消化器科クリニック
（上町東区）

☎（24）5800
17 日（日） くまたクリニック

（塩川町東栄町）
☎（28）1233

24 日（日） 高橋小児クリニック
（関柴町上高額）

☎（25）7066
※発熱など、かぜ症状のある方は、事前に電話をし
てから受診してください。

休　日 病院・医院名
12 月 　   ３日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）

☎（24）5021
10 日（日） 佐原病院（塗物町）

☎（22）5321
17 日（日） 会津医療センター（会津若松）

☎ 0242（75）2100
24 日（日） 有隣病院（松山町村松第三区）

☎（24）5021
31 日（日） 佐原病院（塗物町）

☎（22）5321
1 月   １日（月・祝） 会津医療センター（会津若松）

☎ 0242（75）2100
２日（火） 有隣病院（松山町村松第三区）

☎（24）5021
３日（水） 佐原病院（塗物町）

☎（22）5321
※事前に電話をしてから受診してください。

日　時 内容 場所・相談先

12 月   11 日（月）
午後 1 時 15 分～

こころの
健康相談

申込期限
12 月 4 日（月）
保健課 健康推進室
☎（24）5223 または
各総合支所住民課

12 月 5日･19日（火）
午後１時 30 分

～３時 30 分

心の健康
相談

（匿名可） 会津保健福祉事務所
☎ 0242（29）5275　　   22 日（金）

午後１時 30 分
～３時 30 分

ひきこもり
家族教室
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新刊案内  （一部）

児童図書

一般図書

図書館だより
・悪逆 黒川 博行
・猫弁と狼少女 大山 淳子
・間の悪いスフレ 近藤 史恵
・書架の探偵、貸出中 ジーン・ウルフ
・人生を取り戻す 高橋 佳子
・そこに原発があったから 菊池 和子
・文はやりたし 中谷 美紀
・もっと知りたいキュビスム 松井 裕美
・はっか油 100% 活用 BOOK 重松 浩子
・ハルマキ 100 本ノック 島田 由美子

・おふろのいえで 新井 洋行
・どんぐりどんぐり 降矢 なな
・ぎんいろのボタンとそらとぶそり 末崎 茂樹
・なんとかなる本 令丈 ヒロ子
・尊敬する人はいません < 今のところ > 中山 聖子
・はじまりは一冊の本 ! 濱野 京子
・星空としょかんの王子さま 小手鞠 るい
・おしまい図鑑 真山 知幸
・ずかん根っこ 大山 卓爾
・スマート水産業の大研究 和田 雅昭

◆開館時間　※状況により変更する場合があります。
○火～金…………午前9時30分～午後7時
○土・日・祝日…午前9時30分～午後5時30分
◆休館日………… 12月４日（月）、11日（月）、18日（月）、

25日（月）、28日（木）～1月3日（水）
問申 図書館  ☎（22）1855

喜多方プラザ催し物のご案内

問 喜多方プラザ  ☎（24）4611

喜多方市美術館 information

●次回展覧会 「高校生・あいづ美術展」 令和６年１月18日（木） ～２月４日（日）

　当館が収蔵しているコレクションと新たに収集した作品を紹介する
展覧会を開催します。
　今回は木を用いた技法や森林をイメージさせる作品、絵本作家・町田
尚子さんの絵画を含む新収蔵作品を紹介します。美しい自然と癒しが描
かれた世界をご覧ください。

●開館時間　午前 10 時～午後 6 時（最終入館は午後 5 時 30 分）
●休 館 日　12 月 20 日（水）、12 月 27 日（水）～
　　　　　　令和６年１月４日（木）
●観 覧 料　一般 130 円、  65 歳以上 75 歳未満 60 円、
　　　　　　小・中・高校生 50 円、  未就学児・75 歳以上  無料

▲ 後藤學  《森の中へ》
　 2010 年  油彩・テンペラ・パネル

美術館収蔵作品展「コレクションの森  新収蔵を中心に」　12 月 16 日（土）～令和 6 年 1 月 9 日（火）

◆イベントのお知らせ◆
■第 10 回 おりがみアート＆クラフト

日　時：12月16日（土） 午前10時～11時30分
場　所：図書館 2 階 第二閲覧室
受付開始日：12 月 2 日（土）
定　員：15 人 ※要予約
講　師：伊藤  広子 先生
持ち物：参加費 100 円、はさみ、のり

■第 160 回 ユニットおりがみ教室
日　時：12月23日（土） 午前10時～11時30分
場　所：図書館２階 第二閲覧室
受付開始日：12 月 1 日（金）
定　員：15 人程度 ※要予約
講　師：五十嵐  智洋 先生
持ち物：参加費 100 円、のり

月　日 曜  日 イベント名 時　間 入場方法

12 月 2 日～3 日 土～日 Steinway を弾いてみよう
午前９時 30 分

～午後４時 50 分
※１区分／30 分

参加料　1,000 円

３月 10 日 日
きたかたミュージックフェア2024

澤田  知可子
Friendship Concert vol.3

スペシャルゲスト　中西  圭三

開場  午後２時 30 分
開演  午後３時

チケット発売
12 月 9 日（土）午前 10 時～
全席指定　5,000 円
※未就学児入場不可

問  美術館 ☎（23）0404



【表紙の写真】
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きたかたフォトニュース

令和５年 10 月１日現在／人口  42,474 人（男 20,493 人 女 21,981 人） 世帯数 16,109 世帯
９月中の動き／出生  25 人　死亡   66 人　転入 75 人　転出  57 人

　11月３日（金･祝）、蔵のまち喜多方健康マラソン大会を開催しました。記録更新を目指す方や、
健康のために仲間と参加した方など、皆さんそれぞれのペースで完走していました。
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に
作
品
を
発
表
し

て
い
ま
す
。
当
館
で
は
２
０
２
２
年
に

﹁
光
陰
一
刻
四
彩
安
部
直
人
・
後
藤
學
・

齋
藤
隆
・
長
谷
川
雄
一
展
﹂
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

後
藤
は
、主
に
テ
ン
ペ
ラ
絵
具
と
油

彩
絵
具
を
用
い
た
混
合
技
法
で
、人
物

画
や
樹
木
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を
制

作
し
ま
す
。
本
作
は
、木
々
同
士
の
空
間

や
光
と
影
、色
彩
の
ト
ー
ン
が
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
配
置
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
樹
木
の
シ
リ
ー
ズ
の
中
で
も
、本
作

は
代
表
作
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

▲ 後藤學 《蒼い森》 1998 年
130 × 180㎝  パネル・油彩・テンペラ

▲
背
景
の
絵
柄
は﹁
喜
多
方
の
染
型
紙︵
県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
︶﹂“
絣
の
割
付
紋
”で
す
︒

美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
№
17

10 月 20 日　きたかた豊かな森林づくり ナメコ植菌体験10 月 20 日　きたかた豊かな森林づくり ナメコ植菌体験 11月16日 新宮熊野神社 「長床」の大イチョウライトアップ11月16日 新宮熊野神社 「長床」の大イチョウライトアップ

11 月 18 日　第 15 回ふれあいきたかた 農業まつり11 月 18 日　第 15 回ふれあいきたかた 農業まつり
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